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地球環境問題と自動車・同部品産業の課題
～産官学連携が築く自動車産業の未来～

＊司会：

　お待たせいたしました。ただいまから早稲田大学総合研究機構研究成果報告会『地球環境問題と自動

車・同部品産業の課題』を開会いたします。はじめに、総合研究機構長　伊東孝之より、開会のご挨拶を

申し上げます。

〔 開 会 の 辞 〕

　伊　東　孝　之　
（総合研究機構長／政治経済学術院教授）

　皆さんこんにちは。私は総合研究機構の長を務めております政治経済学術院の伊東でございます。本日

はお足元の悪いところをおいで下さいまして、どうもありがとうございました。シンポジウムの主催者と

して一言ご挨拶を申し上げます。

　早稲田大学総合研究機構は2000年の４月に発足いたしました。今年はちょうど10年にあたります。そう

いうわけで、本日のシンポジウムは10周年記念シンポジウムということになります。総合研究機構といい

ますのは、プロジェクト研究所を束ねた組織であります。そこで、プロジェクト研究所というのは何だ、

普通の研究所とどう違うのかとおっしゃる方がおられるかもしれません。ごもっともな質問でございま

す。

　プロジェクト研究所といいますのは、特別の建物や固定した研究スタッフなどを持っておりません。目

に見えない研究所であります。複数の専任教員が中心となって研究課題とそれを達成するのに必要な研究

機関を設定して、外部資金を獲得しつつ、必要ならば国内外を問わず、学外の研究者をも組織して成立す

る研究所であります。様々な規模のものがあります。大学は専任研究員の個人研究費を通じて、各所にわ

たり少なくとも年間８割を支給しております。それだけでやっているような小さな研究所もありますけれ

ども、さらに数千万円の外部資金を獲得して運営している研究所もございます。このプロジェクト研究所

はまだまだ若い制度であります。最初は細々とやっておりましたが、今は大きく成長しまして、約160の

研究所を数えております。

　そうしたプロジェクト研究所を束ねているのが総合研究機構であります。プロジェクト研究所を学内外

において代表して、経理、人事、広報、調整などの事務サービスを提供しております。まだ発足してから

日が浅いものですから、色々なことを試行錯誤でやっております。この研究成果報告会というのもそうし

た試みの一つでありまして、このプロジェクト研究所の研究成果を外部に紹介しようという試みでありま

す。今回が５回目であります。
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　様々な分野にわたっておりますので、共通なテーマを設定するのがなかなか難しいのですが、できる限

り理系・文系で共通項を見出して、単一の研究報告会として意味のあるものにしようと努力してまいりま

した。１回目は「歴史と現代」・「生命と共生」という二つのテーマ。２回目は「ロボット・医療福祉・倫

理」を取り上げました。３回目は早稲田大学創立125周年にあたりましたので、これを記念して「自由・

進取の精神と反骨の系譜―早稲田大学における伝統の創造―」を取り上げ、好評を博しました。４回目は

「日本の国際戦略を考える」を共通テーマとして、とりわけ「アフリカ開発と日本」・「環境問題と日本」

の二つに焦点を絞りました。

　今回のテーマは「地球環境問題と自動車・自動車部品産業の課題」であります。昨年も環境問題を取り

上げましたが、環境問題ととりわけ関わりが深いのは自動車であります。在来型の自動車はたくさんの炭

酸ガスを排出して地球温暖化に影響を与えます。しかしまあ大変便利なもので、今日では自動車なくして

は生活は成り立ちません。それだけではなく日本は世界一の自動車生産国、どうも今年は中国に抜かれそ

うでありますが、昨年は世界一の自動車生産国でありました。そこで自動車がなくなったら、何十万何

百万という人の生活に影響がございます。

　昨今技術の進歩によって、ガソリンのエンジンと電気モーターを組み合わせたハイブリッド車とか、あ

るいは電気だけで走る自動車が登場して、人々の話題を集めております。もし電気だけで走る自動車が安

く生産できるようになりますと、地球環境にはとても良くなりますが、従来のガソリンエンジン車と較べ

ると部品の数が僅か10分の１で済むとか、自動車づくりの経験のない企業も参入できるとかで、日本の経

済は甚大な影響を被ることになります。本日は専門の方々においでいただいて、そういった事柄を話し

合っていただきたいと存じます。まさに副題が示すように「産官学連携が築く自動車産業の未来」が本日

のシンポジウムのテーマであります。

　今回のシンポジウム開催に当たりましては、早稲田大学日本自動車部品産業研究所、早稲田大学次世代

エンジン研究所、早稲田大学電動車両（EdVs）研究所というプロジェクト研究所の協力を得ております。
また学外では、日本政策金融公庫国際協力銀行、海外投融資情報財団、社団法人日本自動車部品工業会の

ご協賛、ご後援をいただいております。主催者として心から御礼を申し上げます。この研究成果報告会を

聴いていただいて、早稲田大学ではいかに興味深い研究が行われているかということがお分かりいただけ

れば、主催者としてこれに勝る喜びはございません。最後までご参加いただければ幸いであります。甚だ

簡単ではございますが、これを以て挨拶に代えさせていただきます。

＊司会：

　ありがとうございました。ここで、早稲田大学　白井克彦総長より、ご挨拶をいただきます。
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〔 挨　　拶 〕

　白　井　克　彦　
（早稲田大学総長）

　皆様こんにちは。総長をしております白井です。今日はちょっとお天気が悪いですけれども、会場いっ

ぱいにご参加いただきまして本当にありがとうございました。

　今、総合研究機構長の伊東教授のほうからお話がありましたけれども、早稲田大学では総合研究機構と

いう研究所を束ねるような組織を10年前に発足させて、現在そのもとで非常に自由な形で教員あるいは外

の方も含めて研究に参加していただく、そういう研究所が今の話ですと約160ぐらい、大変活発に活動を

していただいている状況であります。もちろん中には小さいものもありますし、あるいは非常に大きな、

大規模なことをやっておられる研究所もある。本当に千差万別ですし、非常にアカデミックなことをやっ

ているところもあれば、相当社会的な問題、社会の実際の場面で種々の問題に取り組んでいるとか、そう

いう研究所もございます。そういう意味で早稲田大学の持っている多様性と言いましょうか、もちろん教

員・職員それぞれ、あるいは学生、留学生なども含めて、種々雑多な大学というのが我が早稲田大学の特

徴なんですけれども。

　この研究所の活動などを見ましても、何をやろうか、何を問題意識として持とうかというようなところ

から、もちろんこれは一人で出来るわけではなくて、早稲田の中の研究者が何人か集まって、あと外の方

も加わってもらってもいいんですけれども。そういうグループが非常に多様に存在するということ自身が

早稲田大学の活力の根源であると思っておりますので、そういう意味ではこの総合研究機構が非常に活発

に続いているということは、早稲田大学のまさに活力というものを示す証拠でもあろうかと思うわけで

す。

　いくつかの研究所がこうやって協力しながら、あるテーマのもとでシンポジウムを繰り返すというよう

なことを行っているわけで、今日は研究成果報告会が５回目ということでしたけれども、総合研究機構創

立10周年ということになるので、10周年の記念のシンポジウム、成果報告会ということで、これを担当さ

れたのが自動車関係のいくつかの研究所であり、その中でもいろいろあるんですね。早稲田大学次世代エ

ンジン研究所であるとか、次世代自動車リサーチセンターとか様々ありますけれども、自動車部品という

ことをテーマに取り上げて今日は色々なご議論をいただけるということで、大変ありがたいと思います

し、お集まりの皆様方も大変期待しておられるのではないかと。

　確かに自動車環境というのは一気に規制はできないと言いましょうか、何年かかってどうなるかという

のは完全に読めるわけではありませんけれども、いわゆるガソリンあるいはディーゼルのエンジンという

ものから、非常に複雑なエンジン技術というものをずっとこれまで、非常に長い間かかっていろんな意味

で育ててきているわけですけれども。これが全部なくなるわけではもちろんないんでしょうけれども、少

なくとも普通に走る自動車というような意味で言うと、現在ハイブリッド車というのがありますけれど

も、段々と電気自動車になるかもしれない。そういうような時代に入ろうとしている。これはある意味で

地球環境にも少なからず、CO2の排出量を総合的に見て輸送というものがどれだけ占めているかを考えれ

ば、電気にした方がかなり減らすことができると。自動車そのものをつくるのもまずシンプルになるとい

うことがあるし。電気を何で供給するかによるけれども、やはり排出量としては確かに減る方向には行く

んでしょうね。そういうようなこともございますし、エネルギー全体での効率で言ってどうかという問題
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もありますけれども、少なくとも化石燃料ばかりに頼らなくてもいい方法ができるということ自体は非常

に大きなことだと思います。

　産業のほうから見ますと、部品点数が今おっしゃったように激減する、構造が激変する。それによって、

どこでもということはないと思いますけれども、非常に多くのところで割に容易に自動車というものを造

ることができるように将来なるだろうと。そういう時に、日本が持ってきた、これまでやってきた自動車

産業における優位性というものは根本的な原理が少なくとも変わるというところから、どういう風に我々

は生きていくのだろうというのが、今日のまたその先を見た、じゃあどういう風に挑戦するかという一つ

の出発点を与えるものでもないかなと思っております。

　今日も産学連携の話を実はやってきたんですけれども、科学技術を進歩させることによって日本の競争

力を維持するんだと。それで製品を作って輸出するというパターンはほぼ、だんだん終わりつつあって、

我々はそれじゃあ何をもってこれから外に対して貢献して生きていくのか、ということがまさに問われて

きたわけですけれども。やっぱり知財と言いましょうかね、特許とかそういうスケールではなくてもう少

し大きな意味で、我々が世界貢献できるそれだけの力というものを持っていないと、単純に物、何か物質

をつくるとかいうことだけではなかなかやっていけないねというような話が一つ。

　それから中国なんかで行われている産業集積、その中に大学等々研究機関も加わった非常に大きなリ

サーチパークのようなものをものすごく大きな形でどんどん展開しようとしている。そういう種類のもの

と比べると日本はちょっと。今、民主党政権になってちょっと混乱しているんですけれども、どういう政

策が取られるのかというのは正直なところあんまり見えないというので、どちらかと言うとそういう産業

寄りの政策では何となくないようにも見える。このへんは大変産業界の皆さん方から見るとやや不安であ

ると言いましょうかね。もう少し日本がこれからどういう政策のもとで産業界というものを現実に活かし

ていけるのか、あるいは本当に日本の持っている実力、様々な意味で、知的な力も全部含めて外にしっか

り貢献して。その代わり我々自身しっかりある種の収益を得てやっていけるかをどうやったら本当に実現

できるのか、というようなところに来たという議論がありました。

　それからもう一つは、最近の第４期科学技術基本計画というのも色々今議論されていますけれども、そ

れは今申し上げたような意味でもなかなか方向性は簡単ではないと。単純に研究開発やればいいやという

ような話ではない。もっと、たとえば車で言うならば輸送のシステム、あるいは世の中の都市構造、そう

いうものを本当に具体的にしていく。そういうことが今最も問われているし、それと基本的な技術という

ものを確立しなきゃならない。ITSというのも言われて久しいんですけれども。
　そういう中で例えば中国なんかでもタクシーには情報が供給されて、道路の混雑を回避することでかな

り実効も上げていると。どんどん海外の方が即実行して効果が出ちゃうんじゃないか。それに比べると、

日本はなかなかそういうことが現実に実行されない。いいアイデアはたくさん山のようにあるし技術もあ

るのに、ほとんど社会システムのためにそういうものが活きてこないということ自身が極めて問題であ

る。そういうことをやることによってまた新しい事業が生まれる、産業も生まれる可能性がある。環境保

持というようなことを本当に本気でやる、社会システムを変えていく。安全、安心の都市をつくるんだと

いうようなことも本当にやれば、明らかに新しい産業、需要が生ずるわけであって、そういうことをして

いかないと我々の国自身が保持できないんだということも、ものすごく大事な問題。

　従って、あまり輸出輸出というようなことを言っているんじゃなくて、内需ということも。個人が物を

買うという次元は限りがありますよね。どう考えてもみんなあんまり物を買わない。そういうことで内需

喚起と言っているのもおかしい。「コンクリートから人へ」これは非常にいいことだと思うんですが、単
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純にそれだけでいいことではない。やはり我々の社会をどういう風につくるかという非常に大きな目標

を、イノベーティブな方向で新しい我々の環境をつくっていくんだという、そういうことも非常に重要な

のではないかと。そういうことがないと、次の科学技術と言ってみても何のためにやるのかよく分からな

い。一般人から見ても分からない、税金を投ずるとすれば尚更分からないということになりかねない。そ

んなような話が最近いろいろあるわけですけれども、この自動車ということも非常に大きな変革期に来ま

した。

　ぜひ今日は非常に素晴らしい議論を展開していただいて、これからの日本を支えていく一つの大きな基

盤技術として、大きく自動車、あるいは輸送技術というものをさらに発展させてゆく一つのきっかけにな

れば大変ありがたいなと思います。実り多いシンポジウムを期待しております。粗辞でございますが、ご

挨拶といたします。

＊司会：

　ありがとうございました。引き続きまして、早稲田大学日本自動車部品産業研究所長　小林英夫より、

本日の研究成果報告会の趣旨についてご説明申し上げます。
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